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日 時：令和元年１２月１４日（土） 

第１部 事例発表 １４：００～１６：００ 

第２部 交流会  １６：１５～１７：１５ 

場 所：瑞穂市市民センター ハナミズキホール 

 

 
 



 

瑞穂市には７つの小学校区の中に９７の単位自治会があります。 

それぞれの校区連合会や単位自治会の活動は千差万別です。 

共通しているのは、どこも、地域の状況に向き合い、試行錯誤の中、事業に取り

組んでいるということです。 

それぞれに一生懸命に取り組まれている自慢の事業があるのですが、そのこと

を、他の自治会や校区のみなさんに知ってもらうような交流の機会はあまりな

く、市⺠の皆さんもご存じないという状況ではないでしょうか。 

そこで、熱心な事業、工夫のある事業、地域の状況をよく考えて実施されている

事業など、自慢の事業を広く市⺠の皆さんに知っていただく機会として、平成 30

年度より事業報告会を開催しています。 

地域コミュニティは地域のみんなで作っていくものです。 

地域で活動する実践者の報告を聞いていただき、その思いを感じてください。 

そして瑞穂市のコミュニティの今を感じてください。 

本日、ご来場いただいた皆さんが、ご自分の地域のコミュニティを、地域のつな

がりを、改めて考えていただくことで、そこから何かが動き出すのです。 

本日の事業報告会が、そんな機会になれば幸いです。 

 



 平成31年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO.１

【活動主体】

「親睦ダーツ競技⼤会」でつながった地域の⼈たちの輪を広げることにつなげた
い。機会がある度に、地域の中で「あいさつ」をすることを呼び掛けています。そ
こから、世代を越えた地域のコミュニティを深めていきたいです。

地域のコミュニティを深めるために
 〜親睦ダーツ競技⼤会〜

中原⾃治会

平成30年度〜

●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】

【テーマ】

地域コミュニティを深めること

地域の中の世代を越えたつながりづくりのために、中原⾃治会では穂積グラン
ドボールを会場に、ボウリング⼤会を実施してきました。しかし、穂積グラン
ドボールがなくなることになり、事業継続ができなくなりました。
様々ご意⾒がありましたが、やはり地域の世代を越えたつながりをつくるため
には、ボウリング⼤会に代わる取り組みが必要と考え、多世代が参加できる内
容を模索し、新たに「親睦ダーツ競技⼤会」を実施しています。

⼦どもからお年寄りまでが楽しく安全に参加できるよう、中原⾃治会独⾃の
ルールを考えて実施しています。

「親睦ダーツ競技⼤会」をきっかけに、地域の⼈たちが顔⾒知りになり、近所で顔
を合わせれば、⾔葉を交わすことにつながっています。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】
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地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

深
め
る
た
め
に

〜
親
睦
ダ
ー
ツ
競
技
⼤
会
〜

中
原
⾃
治
会

中
原
自
治
会
の
状
況

（
平
成
３
１
年
５
⽉
１
⽇
現
在
）

・
住
⺠
基
本
台
帳

⼈
口

１
，
１
６
５
⼈

（
内

外
国
⼈

２
０
８
⼈

１
７
．
８
５
％
）

世
帯
数

５
１
６
世
帯

・
⾃
治
会
加
⼊
世
帯
数

１
８
８
世
帯
（
⾃
治
会
加
⼊
率

３
６
．
４
３
％
）

・
⾼
齢
化
率
（
６
５
歳
以
上
の
⽐
率
）

１
３
．
９
１
％

（
瑞
穂
市
平
均

２
０
．
９
９
％
・
穂
積
校
区
平
均

２
１
．
６
９
％
）

・
⼦
ど
も
率
（
０
歳
〜
１
４
歳
）

１
７
．
５
１
％

（
瑞
穂
市
平
均

１
５
．
９
１
％
・
穂
積
校
区
平
均

１
４
．
７
２
％
）

新
た
な
取
り
組
み
を
模
索
す
る

地
域
の
世
代
を
越
え
た
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
実
施
し
て
い
た
。

会
場
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
閉
鎖
︕
︕

事
業
の
継
続
が
で
き
な
い
︕
︕

⾃
治
会
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

新
事
業
で
大
事
に
す
る
こ
と

ポ
イ
ン
ト
１

・
⼦
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
世
代
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
こ
と
。

ポ
イ
ン
ト
２

・
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
で
き
る
こ
と
。

（
⾃
治
会
公
⺠
館
を
所
有
し
て
い
な
い
）

「
ダ
ー
ツ
」

（
自
治
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル
で
）
を
や
っ
て
み
よ
う
︕
︕
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第
１
回

親
睦
ダ
ー
ツ
大
会

令
和
元
年
６
⽉
２
３
⽇
（
⽇
）

午
前
９
時
〜
１
２
時

総
合
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

⼦
ど
も
か
ら
⼤
⼈
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
く
参
加
さ
れ
ま
し
た

親
睦
ダ
ー
ツ
競
技
会
の
世
代
別
参
加
状
況

05101520253035

参
加
者

合
計

１
２
２
名

⼦
ど
も
た
ち
も
。
⼦
育
て
世
代
も
。

み
ん
な
の
顔
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
・
・
・
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⼤
⼈
も
⼦
ど
も
も
、
み
ん
な
笑
顔
。

と
っ
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

ダ
ー
ツ
っ
て
楽
し
い
︕
︕

で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

地
域
の
⼈
々
が
集
ま
る
意
味
。

お
互
い
の
顔
を
知
っ
て
、

同
じ
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
始
ま
る
︕
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今
後
の
課
題

「
親
睦
ダ
ー
ツ
競
技
⼤
会
」
で
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
生
か
す
。

「
あ
い
さ
つ
」
が
ど
ん
ど
ん
広
が
れ
ば
、

地
域
の
つ
な
が
り
は
広
が
っ
て
い
く
。

⽇
頃
か
ら
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
よ
う
︕

知
っ
て
い
る
顔
な
ら
⾃
分
か
ら
「
あ
い
さ
つ
」
で
き
る
。

地
域
の
世
代
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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 平成31年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO.２

【活動主体】

どの事業も、どうしても例年通りという事業運営をしがちで、⾏事がマンネリ化し
やすい。少しずつ知恵を出し合ってそれぞれの事業を⾒直し、多少とも汗をかい
て、一層工夫した事業運営をしていきたい。

住みたくなる地域作り  －サマーフェスタ・春祭りを中心に－

森⾃治会

平成２年〜

●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】

【テーマ】

サマーフェスタ、春祭りなどの事業を通じて、地域への愛着を育てること。

 ⻄⼩学校区は、近年、若年⼈口の減少に悩む地域がある中、森⾃治会は、現
在⼦どもたちが多い。しかし、今後は楽観できない。それで、少しでもこの地
域に愛着をもつ⼈・⼦どもが増えるよう、⾏事を計画し運営している。今回の
報告会では、サマーフェスタと春祭り、さらに新たな⾼齢者対象の⽉⾏事「も
りもりサロン」を加えて紹介する。

サマーフェスタ・春祭りを通じて地域の⼤⼈と⼦どもがふれ合えるよう工夫し
ている。また最近、⾼齢者同士がコミュニケーションを交わせる機会を作るこ
とができた。

⼦どもたちから⾼齢者まで、地域に対する愛着を深めている。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】
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森
自

治
会

事
業

報
告

住
み

た
く
な
る
地

域
作

り
－

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
・
春

祭
り
を
中

心
に
－

令
和

元
年
１
２
月
１
４
日
（
土
）

森
自

治
会
長

大
平
高
司

森
自

治
会

の
概

要

１
場
所

巣
南

中
校

区
の

北
部

田
園
地

帯

２
世

帯
数

１
９
７
世

帯
＋

集
合

住
宅

４
０
世
帯

３
特
徴

旧
集
落

＋
新

興
住

宅
地

※
融

合
し
て
行

事
な
ど
を
推
進

４
子
ど
も
の

人
数

※
令

和
元

年
度

・
小

学
生

４
０
人

中
学
生

２
８
人

皆
で
楽

し
む
地

域
の

行
事

（
１
）

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

①
歴

史

平
成

２
年

度
～

令
和

元
年

度
で
３
０
回

目

②
概

要

・
時

間
午

後
５
時

～
午

後
８
時

・
場

所
公

民
館

横
の

お
宮

境
内

（
テ
ン
ト
を
張

り
、
ス
テ
ー
ジ
を
設

置
）

・
内

容
飲

食
コ
ー
ナ
ー
、
出

し
物

皆
で
楽

し
む
地

域
の

行
事

（
１
）

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

③
今

年
度

の
事

業
方

針

・
従

来
の

伝
統

的
事

業
内

容
の

実
施

（
継

続
）

・
中

学
生

の
自

主
活

動
、
大

人
と
の

ふ
れ

あ
い

の
重

視
（
継

続
）

・
多

世
代

の
大

人
が

活
躍

す
る
場

の
設

定

（
新

規
）
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８
月

４
日

（
日

）
５
：
０
０
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
中

学
生

の
踊

り
「
ソ
ー
ラ
ン
」

５
：
２
０
～

世
代

別
カ
ラ
オ
ケ
大

会
（新

規
）

「
歌

お
う

我
ら
が

青
春

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
！

」
６
：
０
０
～

パ
タ
パ

タ
競

争
（
中

学
生

企
画

ゲ
ー
ム
）

６
：
４
５
～

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
（
中
学
生

企
画
・司

会
）

７
：
２
５
～

お
た
の

し
み

抽
選

会
８
：
０
０

閉
会

※
飲

食
コ
ー
ナ
ー
、
小

学
生

の
お
菓
子
す
く
い
は
常
時

今
年

度
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
中

心
担

当
･･
･社

会
教

育
推

進
委

員
２

主
な
準

備
（
役

員
）

・
企

画
打
合

会
・サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
運

営
委
員

会
な
ど
４
回

３
中

学
生

の
準

備
・
ふ

れ
あ
い
会

議
で
の

中
学
生

の
意

見
提

案
・
中

学
生
同
士

で
食
べ

物
メ
ニ
ュ
ー
、
ビ
ン
ゴ
の

相
談

・
直

前
５
日

間
ラ
ジ
オ
体
操

後
に
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
練

習

４
当

日
準

備
・
午
前

会
場
と
調

理
の

準
備

・
午
後

カ
レ
ー
等

準
備

今
年

度
の

「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の

準
備

１
焼

き
そ
ば

（
大

人
＋

中
学

生
）

※
（

）
内

は
担
当

２
焼

き
鳥

（
大

人
）

３
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
（子

供
会

－
大

人
）

４
飲

み
物

（
ジ
ュ
ー
ス
・ビ

ー
ル

等
）（

大
人

）
５

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（中

学
校

外
＋

老
人

会
＋

中
学

生
）

６
チ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
ッ
ク
（中

学
校

外
委

員
＋

中
学

生
）

７
か

き
氷

（
大

人
＋

中
学

生
）

※
１

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
チ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
ッ
ク
、
か

き
氷

は
無

料
※

２
大

人
と
は

役
員

と
協

力
者

今
年

度
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の

飲
食

コ
ー
ナ
ー

１
成

果
（
１
）
毎

年
多

く
の

地
域

住
民

が
夏

の
楽
し
み
と
し
て
参

加
し
、

森
区
に
愛

着
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
中
学

生
が
中

心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
運

営
に
参

加
し
、

地
域

の
大

人
と
ふ

れ
あ
い
、
成

長
の
機

会
に
な
っ
て

い
る
。

２
課

題
○

行
事

の
内
容

な
ど
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
や
す
い
の
で
、

適
宜

見
直
し
を
図
り
、
工

夫
す
る
必

要
が
あ
る
。

「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の

成
果

と
課

題
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皆
で
楽

し
む
地

域
の

行
事

（
２
）

「
春

祭
り
－

子
ど
も
み
こ
し
－
」

①
歴

史

・
春

祭
り
自

体
は

、
古

く
か

ら
の

伝
統

行
事

。

・
子

ど
も
み

こ
し
の

実
施

昭
和

５
２
年

頃
～

②
内

容

・
３
月

２
１
日

（
祝

）
午

前
９
時

～
１
２
時

・
子

ど
も
み

こ
し
・
花

み
こ
し
を
、
小

学
生

が

担
い
で
、
神

社
や

集
落

内
を
練

り
歩

く
。

１
担

当
･･
・
子

供
会

（＋
小

学
校

校
外

委
員

）
協

力
･･
･自

治
会

役
員

・
交

通
安

全
委

員
２

準
備

・
子

ど
も
み

こ
し
・
花

み
こ
し
の

飾
り
付

け
・
菓

子
・
ジ
ュ
ー
ス
、
お
酒

（
大

人
用

）
の

用
意

・
は

っ
ぴ
の

用
意

（
有

料
貸

与
）

３
当

日
の

大
人

の
役

割
・
み

こ
し
か

つ
ぎ
の

手
伝

い
、
交

通
安

全
の

確
保

・
休

憩
場

所
で
の

子
ど
も
、
手

伝
い
の

大
人

へ
の

菓
子

・
飲

み
物

の
配

布
（
子

供
会

・
校

外
委

員
）

「
春

祭
り
－

子
ど
も
み

こ
し
」
の

係
の

役
割

１
成

果
（
１
）
子
ど
も
た
ち
（
小

学
生

）が
、
地
域
の
年

中
行
事
に

楽
し
く
関

わ
り
、
地

域
へ

の
愛

着
を
深
め
て
い
る
。

（
最
も
楽

し
い
の

は
、
お
菓

子
が
も
ら
え
る
こ
と
！

？
）

（
２
）
子
ど
も
た
ち
が

他
学

年
の

子
ど
も
や
、
地
域

の
大
人
と

会
話
を
し
、
貴

重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に

な
っ
て
い
る
。

２
課

題
（
１
）
み
こ
し
の

老
朽

化
・
傷

み
。

（
２
）
今
後

の
小
学

生
の

人
数

の
減

少
。

「
春

祭
り
－

子
ど
も
み

こ
し
－

」
の

成
果

と
課

題
皆

で
楽

し
む
地

域
の

行
事

（
３
）

「
も
り
も
り
サ
ロ
ン
」

①
歴

史
・
平

成
２
７
年

１
１
月

～

②
目

的
・
高

齢
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
健

康
維

持

③
日

時
・
場

所
な
ど

・
日

時
月

１
～

２
回

午
前

９
～

１
１
時

・
場

所
森

公
民

館

・
参

加
料

１
０
０
円

（
軽

食
代

）
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皆
で
楽

し
む
地

域
の

行
事

（
３
）

「
も
り
も
り
サ
ロ
ン
」

④
内

容

・
軽

食
を
と
り
な
が

ら
の

歓
談

・
演

芸
・
講

演
な
ど
出

し
物

・
唱

歌
な
ど
合

唱

⑤
参

加
者

・
２
０
人

～
２
５
人

⑥
運

営
者

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
２
０
人

、
毎

回
約

１
０
人

協
力

◎
評
議

員
会
メ
ン
バ

ー
副
会
長

（２
人

）
・
会

計
・
書

記
・
公

民
館
長
・
（
顧

問
）
等

＋
評
議

員
※
以

上
１
２
～
１
５
人
。
各
班

か
ら
自

治
会

長
が
指

名
。

継
続

的
（２

年
任

期
。
連

続
は
６
年
ま
で
）

森
自

治
会

の
強

み
－

組
織

の
工

夫
１
－

自
治

会
役

員
の

構
成

自
治

会
長

│

◎
班
長

１
１
班

か
ら
１
１
人

※
１
年

任
期
で
持
ち
回

り

◎
評

議
員

会
メ
ン
バ

ー
副

会
長

（２
人

）
・
会

計
・
書

記
・
公
民
館
長
・
（
顧
問
）
等

評
議

員
※
以

上
１
２
～
１
４
人
。
継
続
的
。

森
自

治
会

の
強

み
－

組
織

の
工

夫
１
－

自
治

会
役

員
の

構
成

自
治

会
長

│

◎
班
長

１
１
班

（
１
年

任
期

）

拡
大
役

員
会

議
メ
ン
バ

ー

◎
各

係
（
社
教
・
子
供
会
等
）

森
自

治
会

の
強

み
－

組
織

の
工

夫
２
－

社
会

教
育

推
進

委
員

（２
人

）

・
内

部
で
社

会
教

育
推

進
委

員
、
社
会

体
育
推

進
委
員

に
分

け
役

割
分

担
。
２
年

任
期

・
社

会
教

育
推

進
委

員
･･
･サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
等
担

当
・
社

会
体

育
推

進
委

員
・・
・
ス
ポ
ー
ツ
関

係
担
当

※
中

学
生

の
保

護
者

か
ら
選

出
（
＝

将
来

の
地

域
を
担

う
若

手
の

育
成
）

-10-



 平成31年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO.３

【活動主体】

  本田校区⾃治連合会の全体として
（１）避難所運営協議会の設⽴に向け協議開始
（２）いつ誰でも初動期の避難所開設運営が⾏える訓練の導⼊
（３）情報が共有可能な防災関連保存ファイルの作成

●活動のポイント・工夫等

⼦供から⼤⼈まで全員が参加できること目指し、毎年の防災訓練実施⽇は、分
かりやすく１１⽉第３⽇曜⽇と固定し、訓練終了後には、炊出し訓練の楽しみ
な芋煮等を試食する。

【成 果】

住⺠が共に連携し、互いに⾝を守るための防災意識の⾼まりが家族総出の防災訓練
として、毎年参加者の増加として表れている。

【課題と今後の展望】

平成2３年〜（⾃主防災組織の結成）

●目 的

地域住⺠の防災意識向上と安心安全な地域づくり。

●内 容

東⽇本⼤震災をきっかけに防災の重要性を再認識し、⾃治会の中で、「防災訓
練等に⾃治会で取り組むことが必要ではないか。」という声が⾼まりました。
住⺠が連携し、互いに⾝を守るため防災活動を⾏う⾃主防災組織を結成するこ
とから始め、様々な取り組みを積み上げてきました。

【テーマ】

⾃主防災活動

仁井⾃治会

【活動の主旨】

●期 間

-11-
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0

仁
井

自
治

会
の

自
主

防
災

活
動

初
期

消
火

訓
練

令
和

元
年

１
２
月

１
４
日

目
次

•
仁
井
自

治
会

の
概

要

•
自
主
防

災
取
り
組

み
の
き
っ
か

け

•
仁
井
地

区
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会

•
自
主
防

災
組

織
に
つ
い
て

•
防
災
訓

練
に
つ
い
て

•
課
題
と
今

後
に
つ
い
て

1／
18

仁
井

自
治

会
の

概
要

・
世
帯

数
：１

５
０
戸

（
全

世
帯

数
：１

８
５
戸
、
加

入
率
８
２
％
）

・
毎
年
１
０
戸

程
度

の
新

規
入

会
者

（
参

考
：
１
５
７
戸

令
和

元
年

１
２
月

時
点

）

大
人

, 4
30

子
ど
も

, 1
26

人
口 ５
５
６
人

（
平

成
３
１
年

３
月

３
１
日

時
点

) 2／
18

１
．
自

主
防

災
取
り
組

み
の
き
っ
か
け

•
東

日
本

大
震

災
が

発
生

し
た
平

成
２
３
年

４
月

–
自

治
会

員
か
ら
の

声
が
き
っ
か

け
「
わ

が
自

治
会

で
も
防

災
に
取

組
む
必

要
が

あ
る
の

で
は

」

•
な
に
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
始

め
た

–
ま
ず
手

始
め
に

•
瑞

穂
市

へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ

–
「
瑞

穂
市

自
主

防
災

組
織
マ
ニ
ュ
ア
ル

」
を
入

手

–
続
い
て

•
自

治
会

会
員

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

–
「
自

主
防

災
組

織
へ

の
協

力
に
つ
い
て
」
を
発

行

»
「
自

分
達

の
地

域
は

自
分

達
で
守

る
」
と
言

う
御

旗
の
も
と
、

自
治

会
役

員
へ

の
説

明
会
、
各

班
ご
と
の

会
員
へ

説
明

会
を
実

施
し
、
自

主
防

災
へ

の
意

識
づ
け
を
行

っ
た

3／
18
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２
．
仁

井
地

区
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会

•
仁

井
地

区
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
の

発
足

–
平

成
２
３
年
７
月
３
０
日

仁
井

自
治
会
内
に

専
門

組
織
と
し
て
立
ち
上

げ

＜
目

的
＞

•
地

域
住

民
の

防
災

意
識

向
上

と
安

心
安

全
な
地

域
づ
く
り

＜
活

動
内

容
＞

•「
災

害
に
備
え
て
」
の

作
成

（
次

項
に
て
、
詳

細
）

•
防

災
訓

練
の

企
画

、
準

備
、
実

施

＜
成

果
＞

•
同

年
（
平

成
２
３
年

）
１
２
月

４
日

第
１
回

の
防

災
訓

練
の

実
施

に
こ
ぎ
つ
け
た

4／
18

参
考

。
「
災

害
に
備

え
て
」

ー
内

容
紹

介
－

１
）
仁

井
地

区
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会

規
約

２
）
仁

井
地

区
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会

防
災

計
画

別
紙

１
－

１
災

害
時

に
於

け
る
自

主
防

災
組
織

*1
の

編
成

と
活

動
に
つ
い
て

別
紙

１
－

２
突

然
地

震
が

発
生

し
た
場

合
の

時
間

的
な
経

過
と

自
主

防
災

活
動

別
紙

１
－

３
推

進
会

の
任

務
分

担
表

別
紙

１
－

４
推

進
会

の
組

織
図

別
紙

２
推

進
会

の
避

難
計

画
別

紙
３

防
災

関
連

機
関

連
絡

先
別

紙
４

推
進

会
の

防
災

資
器

材
の

備
蓄

品
３
）
保

存
版

の
資

料
配

布
①

「
家

庭
で
確

認
。
防

災
対

策
」

②
「
も
し
地

震
が

起
き
た
ら
？

」
5／

18

３
．
自

主
防

災
組

織
に
つ
い
て

１
）
会

長
は

、
自

治
会

長
が

兼
務

と
す
る

２
）
副

会
長

は
、
自

治
会

の
各

班
役

員
と
す
る

３
）
防

災
班

長
は

、
各

活
動

班
（
情

報
班

、
消

火
班

、
救

出
救

護
班

、
給

食
・
給

水
班

、
水

防
班

、
要

援
護

者
班

、
避

難
所

運
営

班
）
を
設

け
、

そ
の

班
か

ら
選

出
さ
れ

る

４
）
防

災
推

進
員

は
、
防

災
訓
練

*2
等

の
計

画
立

案
を
担

当
し
、
各

班
よ
り
１
名

選
出

さ
れ

る

５
）
防

災
班

長
は

、
２
年

の
任

期
と
し
、
各

活
動

班
当

番
は

２
年

毎
に
順

番
に
交

代
す
る

＜
ポ
イ
ン
ト
＞

組
織

の
結

成
は

、
防

災
活

動
の

出
発

点
で
あ
り
、

「
組

織
化

は
し
た
も
の

の
・
・
・
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
常

に
各

自
の

役
割

と
防

災
に
対

す
る
意

識
づ
け
を
行

う

6／
18

参
考

。

7／
18
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４
．
防

災
訓

練
に
つ
い
て

①
訓

練
実

施
日

は
、
年

間
行

事
計

画
で
周

知
し
、
子

供
か

ら
大

人
ま
で

参
加

で
き
る
事

②
毎

年
、
避

難
訓

練
（
グ
ル

ー
プ
の

安
否

確
認

、
避

難
路

の
ご
み

収
集

し
な
が

ら
安

全
点

検
等

）
及

び
、
炊

出
訓

練
は

行
う

③
毎

年
個

別
訓

練
（
情

報
収

集
・
伝

達
訓

練
、
消

火
訓

練
救

出
救

護
、
避

難
所

確
認

等
）
を
順

番
に
実

施
す
る

あ
わ

せ
て
、
出

前
講

座
等

で
防

災
知

識
の

向
上

等
を
狙

う

参
加

し
や

す
い

限
ら
れ

た
時

間
飽

き
な
い

何
か

楽
し
み

を

8／
18

防
災

訓
練

の
取
り
組

み
事
例

Ｈ
２
３

Ｈ
２
４

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｒ
１

避
難

誘
導

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

避
難

所
確

認
〇

〇
〇

危
険

個
所

点
検

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

防
災

マ
ッ
プ
作

成
〇

市
防

災
倉

庫
確

認
〇

〇

初
期

消
火

〇
〇

〇

消
火

栓
の

放
水

〇

救
出

・
救

護
〇

〇

要
介

護
者

支
援

〇
〇

地
震

体
験

〇
〇

安
否

確
認

〇
〇

緊
急

連
絡

網
情

報
伝

達
〇

〇

出
前

講
座

〇
〇

炊
出

訓
練

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

参
加

人
数

12
8

13
6

13
3

17
5

16
8

16
7

18
3

21
0

23
3

9／
18

消
火

栓
の

放
水

救
出

・
救

護

簡
易

担
架

出
前

講
座

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

炊
出

し

北
中

避
難

所
確
認

高
齢

者
支
援

防
災

マ
ッ
プ
作

成

10
／

18

そ
の

他
の

取
り
組
み

消
防

署
に
よ
る
救

命
講

座
の
開

催

「
知

識
」
「
心

構
え
」
「準

備
・
備
え
」ア

ン
ケ
ー
ト

防
災

資
器

材
・
消

火
栓

ホ
ー
ス
格
納

庫
点
検

被
災

停
電

時
、
太

陽
光

発
電

所
か
ら
の
給

電

防
災

倉
庫

の
設

置

災
害

時
、
借

用
可

能
な
防

災
備
品

・設
備

11
／

18
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消
防

署
に
よ
る
救

命
講

座
の
開

催

応
急

手
当

、
基

本
的

心
肺

蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用

法

AE
D
使

用
心

肺
蘇

生
法

毎
年
７
月
に
実

施

12
／

18

あ
な
た
は
、
家
族
や
⾝
近
な
⾝
近
な
⼈
と
災
害
が
起
き
た
時
の

安
否
確
認
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

取
り
決
め
て
い
ま
す
か
︖

あ
な
た
は
、
今
後
ど
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
か
︖

「
心
構
え
」

「
準
備
・
備
え
」

「
知
識
」

災
害
時
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、

あ
な
た
が
特
に
心
配
な
こ
と
は
何
で
す
か
︖

「
準
備
・
備
え
」

⼤
規
模
災
害
に
備
え
、
皆
さ
ん
が
⾏
う
防
災
対
策
で

重
要
な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
︖

「
知

識
」
「
心

構
え
」
「準

備
・
備
え
」ア

ン
ケ
ー
ト

13
／

18

防
災

資
器

材
・
消

火
栓

ホ
ー
ス
格
納

庫
点
検

消
火

栓
ホ
ー
ス
格

納
庫

点
検

簿

毎
年
６
月
に
実

施

14
／

18

被
災

停
電

時
、
太

陽
光

発
電

所
か
ら
の
給

電

太
陽

光
発

電
所

充
電

用
タ
ッ
プ

15
／

18
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防
災

倉
庫

の
設

置

基
礎

工
事

ハ
ン
ド
マ
イ

ク
5

個
油

圧
ジ

ャ
ッ
キ

4
個

簡
易

毛
布

担
架

1
式

マ
イ
ク
用

電
池

2 2
本

大
ハ

ン
マ
ー

4
個

物
干

し
竿

（
担

架
用

）
2

本

コ
ー

ド
リ
ー

ル
1

個
ロ
ー

プ
4

本
ブ
ル

ー
シ
ー

ト
3

枚

バ
ケ
ツ

2 0
個

角
材

（
大

）
6

個
防

風
垂

れ
シ
ー

ト
2

枚

消
防

ホ
ー

ス
2

本
角

材
（
小

）
8

個
は

そ
り

2
組

筒
先

4
本

オ
ノ

1
個

炊
出

し
用

品
1

式

ス
コ
ッ
プ

4
個

テ
ン
ト

2
張

寸
胴

2
組

ツ
ル

ハ
シ

4
個

ア
ル

ミ
リ

ヤ
カ
ー

1
台

グ
ル

ー
プ
標

旗
1 1

本

バ
ー

ル
4

本
一

輪
車

2
台

Ａ
３
グ
リ
ッ
プ

ボ
ー

ド
版

1 1
個

の
こ
ぎ
り

4
個

パ
イ
プ

椅
子

1 3
脚

防
災

訓
練

機
実

施
中

旗
1

式

防
災

倉
庫

16
／

18

①
三

又
及

び
チ
ェ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

不
破

鉄
工

所
、
鷲

見
鉄

工
所

②
発

電
機

不
破

鉄
工

所
、
青

木
敦

③
消

火
ポ
ン
プ

青
木

哲
郎

、
不

破
鉄

工
所

④
Ａ
Ｅ
Ｄ ま
め
っ
こ
保

育
園

災
害

時
、
借

用
可

能
な
防

災
備
品

・設
備

17
／

18

18
／

18

課
題

と
今

後
の

展
望

｛
本

田
校

区
自

治
連

合
会

｝

・
避

難
所

運
営

協
議

会
の
設

立
に
向

け
協

議
開

始

・
い
つ
誰

で
も
初

動
期

の
避
難

所
開
設

運
営
が

行
え

る
訓

練
の

導
入

・
情

報
共

有
が

可
能

な
防
災

関
連
フ
ァ
イ
ル

の
作
成

19

６
．
防

災
訓

練
の

取
組
に
つ
い
て

①
避
難
誘

導
・
危

険
個

所
点

検
、
バ
ケ
ツ
・
消

火
器

の
初
期
消

火
、
消
火

栓
の

放
水
、
救

出
・
救

護
、
炊

出
訓

練
②
消
防

署
の

指
導
、
仁

井
ク
ラ
ブ
の

協
力

平
成

２
３
年

１
２
月

４
日

１
２
８
人

参
加

消
火

栓
の

放
水

救
出

・
救

護
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20

簡
易

担
架

初
期

消
火

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

炊
出

し

21

①
北
中
学

校
避

難
所

へ
の

避
難

誘
導
と
避

難
所

確
認

②
地
震
発

生
時

の
安

否
確

認
訓

練
、
高

齢
者

や
災

害
時
要

援
護
者

支
援

訓
練

、
炊

出
訓

練

③
北
中

学
校

の
協

力

平
成

２
４
年

１
１
月

８
日

１
３
６
人

参
加

北
中

避
難

所
確
認

高
齢

者
支
援

22

①
避
難

誘
導

・
危

険
個

所
点

検
、
地

震
体

験
車
、
ポ
リ

袋
炊

出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス

袋
）

②
消
防

署
の

指
導
、
赤

十
字

奉
仕

団
協

力

平
成

２
５
年

１
１
月

１
７
日

１
３
３
人

参
加

炊
飯

袋
に
米

と
水

ハ
ソ
リ
に
炊

飯
袋

地
震

体
験
車

23

平
成

２
６
年

１
１
月

１
６
日

１
７
５
人

参
加

①
避
難

誘
導

・
危

険
個
所
点
検

、
出
前
講

座
（
瑞

穂
市

の
災

害
歴
と
想

定
災

害
）、

避
難

用
防

災
マ
ッ
プ
作

成
、
市

防
災

倉
庫
確
認

、
炊

出
訓

練

②
瑞
穂

市
の

協
力

出
前

講
座

市
の

防
災

倉
庫

確
認

防
災

マ
ッ
プ
作

成
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24

平
成

２
７
年

１
１
月

１
５
日

１
６
８
人

参
加

①
避
難

誘
導

・
危

険
個

所
点

検
、
緊
急
連
絡
・
災
害
情

報
収

集
、
情

報
伝

達
、
炊

出
訓

練

情
報

収
集

等
の

説
明

25

①
避
難

誘
導

・
危

険
個

所
点

検
、
出

前
講

座
（Ｈ

Ｕ
Ｇ
）
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調

査
、
炊

出
訓

練

②
瑞
穂

市
及
び
北

中
学

校
の

協
力

平
成

２
８
年

１
１
月

２
０
日

１
６
７
人

参
加

H
U
G
出

前
講

座

ア
ン
ケ
ー
ト

サ
マ
リ
ー あ
な
た
は
、
家
族
や
⾝
近
な
⾝
近
な
⼈
と
災
害
が
起
き
た
時
の

安
否
確
認
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

取
り
決
め
て
い
ま
す
か
︖

あ
な
た
は
、
今
後
ど
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
か
︖

「
心
構
え
」

「
準
備
・
備
え
」

「
知
識
」

災
害
時
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、

あ
な
た
が
特
に
心
配
な
こ
と
は
何
で
す
か
︖

「
準
備
・
備
え
」

⼤
規
模
災
害
に
備
え
、
皆
さ
ん
が
⾏
う
防
災
対
策
で

重
要
な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
︖

次
の

取
り
組

み
：
「
情
報

伝
達
訓

練
」

26
27

①
避
難

誘
導

・
危

険
個

所
点

検
、
初

期
消

火
、
救

出
・救

護
、

炊
出
訓

練

②
消
防

署
の

指
導

平
成

２
９
年

１
１
月

１
９
日

１
８
３
人

参
加

初
期

消
火

救
出

救
護
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28

①
避
難

誘
導

・
危

険
個

所
点

検
、
北

中
学

校
避

難
所

確
認
訓

練
、
緊

急
連

絡
・
災

害
情

報
収

集
、
情
報
伝

達
、

炊
出

訓
練

②
７
自

治
会

（
下

生
津
、
仲

東
、
西

只
越
、
テ
ラ
ス
ノ
バ

只
越
、
桜

町
二

丁
目
、
東

只
越
、
仁

井
）
の

合
同

訓
練

③
瑞
穂

市
及
び
北

中
学

校
の
協

力

平
成

３
０
年

１
１
月

１
８
日

２
１
０
人

参
加 避
難

所
受
付

避
難

所
確
認

令
和

元
年

１
１
月

１
７
日

２
３
３
人

参
加

①
避
難

呼
び
か
け
訓

練
、

避
難
誘

導
、
避

難
所

確
認
訓
練
、
簡

易
担

架
制

作
訓
練

、
Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作
訓

練
、
け
む
り
体

験
、
地

震
体
験
車
、
初

期
消

火
訓

練
、
炊
出

訓
練

②
７
自
治
会

（
下

生
津
、
仲

東
、
西
只

越
、
テ
ラ
ス
ノ

バ
只
越
、
桜

町
二
丁
目

、
東
只
越
、
仁

井
）
の

合
同

訓
練

③
瑞
穂

市
、
消

防
署

及
び

北
中
学

校
の

協
力

け
む

り
体

験

Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作
訓

練

29

ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
０
１
８
．
１
１
．
１
１

瑞
穂

市
防

災
訓

練
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 平成31年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO.４

【活動主体】

もっと多くの方に参加していただけるよう、広報の仕方や⾏事の内容を改善した
り、特に新しく転⼊された方へのＰＲも必要。
災害時における⾃治会の在り方が重要。普段からの助け合い・⽀え合いが⼤切。

地域⼒を⾼める（安全で安心な地域づくり）

上⽜牧⾃治会、⼦供会、⻑寿会、⽜和会、消防団、⽇⾚奉仕団等

4⽉〜翌3⽉

●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】

【テーマ】

⾃治会の活動を通じて各団体、また多世代の交流でふれあい、助け合い・⽀え
合いの絆を深め、地域⼒の向上を図る（地域の発展と福祉、文化の向上）

花⾒会（犀川左岸堤防）、⽜牧ふれあい夏祭り、ラジオ体操（ラジオ体操の
⽇︓公園清掃・レク）、盆踊り（⽜和会）、地蔵盆（有志）、⾃主防災訓練、
敬⽼会、⼋幡神社祭礼（⽜和会・⼦供会神輿）、地域清掃及び防災器具点検、
夜警（年末︓⽜和会）、⼋幡神社かがり⽕（⼤晦⽇︓⽜和会）、信徳会（有
志）、⽔路清掃（２回／年）

年間を通じて多世代（⼦供会〜⻑寿会）の交流ができる⾏事を実施
ラジオ体操で皆勤賞を設け、ラジオ体操の⽇には公園の草取りやレクをし、飲
み物と菓⼦を配布（啓蒙ポスターを⼩学生に描いてもらい、掲示する）

ラジオ体操の⽇の参加者が増加、レクによるふれあいで多世代交流ができた。
防災訓練では「わが家の危険度チェック」・「避難者安否確認カード」を配布。
防災訓練や地域清掃での炊き出しは⽇⾚奉仕団に依頼、会員数も増加した。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】

-21-
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事
業

報
告

会

「
地

域
力
を
高
め
る
」

（安
全
で
安

心
な
地

域
づ
く
り
）

上
牛

牧
自

治
会

平
成

31
年

度
自

治
会

連
合

会
事

業
報

告
会

上
牛

牧
自

治
会

の
状

況
（
20

19
年

5月
現

在
）

•
住
基
人

口
：1
,3
38

人
（
内

外
国

人
62

人
、
率

4.
63

％
）

•
高
齢
者

人
口

：2
05

人
（
高

齢
化

率
：1
5.
32

％
）

•
敬
老
対

象
者

数
(7
5歳

以
上

）
：9
7人

•
子
ど
も
人

口
：2

53
人

（
子
ど
も
率

：1
8.
91

％
）

•
子
供
会

（
小

学
生

）
：8
7人

•
住
基
世

帯
数

：5
32

世
帯

•
加
入
世

帯
数

：5
02

世
帯

（
加

入
率

：9
4.
36

％
）

・
戸

建
：2

51
世
帯

・
集

合
住

宅
：2
51

世
帯

（2
8棟

）

自
治

会
活

動
（
事

業
）
の

目
的

•
活

動
を
通

じ
て
各

団
体

、
多

世
代
の

交
流
に
よ
り
、

助
け
合

い
・
支

え
合

い
の

絆
を
深

め
、
地

域
力
の

向
上

を
図

る
（
地

域
の

発
展
と
福

祉
、
文

化
の

向
上

）

《
各
種

団
体

》

•
牛
和

会
38

名
（
内

女
性
6名

、
特
別
会
員
8名

）

•
日
赤

奉
仕

団
16

名
（
来

年
度
＋
3人

）

•
子
供

会
87

名
（6

9世
帯
）

•
長
寿

会
90

名
（
来

年
度
+1

0人
）

•
消
防

団
6名

•
福
祉

協
力

員
5名

（
来

年
度
＋
1）

他

上
牛

牧
で
行

わ
れ

る
行

事

•
花

見
会
（
自

治
会
）
犀

川
堤

防
に
て

4月
•

牛
牧

ふ
れ
あ
い
夏

祭
り
で
出

店
（
牛

和
会
・
子

供
会
）

7月
•

ラ
ジ
オ
体

操
（
自

治
会
・
子

供
会
）

7～
8月

•
盆

踊
り
（
牛

和
会
・
子

供
会
）

8月
•

地
蔵

盆
（
有

志
）

8月
23

日

•
自

主
防

災
訓

練
（
自

治
会
）

9月
第

2日
曜
日

•
敬

老
会
（
自

治
会
・
長

寿
会
）

9月
•

八
幡

神
社

祭
礼
（
牛

和
会
・
子

供
会

神
輿
）

10
月

•
地

域
清

掃
及
び
防

災
器

具
点

検
（
自
治

会
）

12
月

•
夜

警
（
牛

和
会
）

12
月

26
日
～

30
日

•
八

幡
神

社
か

が
り
火
（
牛

和
会
）

12
月

31
日

～
新
年

•
信

徳
会
（
有

志
）

2月
第

3日
曜
日

•
水

路
清

掃
（
自

治
会
）

3月
と
9月
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花
見

会

・
牛

和
会

：
バ

ザ
ー
（
や

き
そ
ば

、
ﾈ
ｷ
ﾞﾏ
等

）
・
子

供
会

：
合

唱
を
披

露
・
子

供
会

と
長

寿
会

は
無

料

牛
牧

ふ
れ

あ
い
夏

祭
り
（
7月

）

牛
和

会
と
子

供
会

が
出

店

牛
牧

友
愛

会
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
社

教
推

進
員

が
主

体
で
運

営
、
自

治
会

や
子

供
会

、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
よ
り
出

店
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

よ
さ
こ
い
演

舞
：
富

有
楽

猩
牛

牧
っ
子

「
歌

合
戦

」
等

ス
リ
ッ
パ

飛
ば

し
出

店
者

対
抗

の
ど
自

慢
餅

ま
き
、
菓

子
ま
き

抽
選

会

ラ
ジ
オ
体

操
活

動
（
夏

休
み

）

子
供

会
が

主
体

で
行

う
が

、
今

年
度

は
自

治
会

も
連

携
し
て
、
子

供
の

描
い
た
ポ
ス
タ
ー

掲
示

、
皆

勤
賞

、
レ
ク

レ
ー

シ
ョ
ン
、
公

園
の

草
取

り
な
ど
を

実
施

（
昨

年
よ
り
参

加
者

は
増

加
）

・
夏

休
み

22
日

間
行

わ
れ

る

中
学

生
の

参
加

が
増

加

盆
踊

り
（
8月

：
牛

和
会

）
餅

ま
き
、
ス
イ
カ
割

、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
抽

選
会

、
バ

ザ
ー
等
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地
蔵

盆
（
8月

23
日

）

地
蔵

盆
は

子
供

の
た
め
の

祭
り
ご
と
で
、
読

経
が

終
わ
る
と
灯

り
の

つ
い
た
提

灯
を
と
り
、

お
供

え
の

お
菓

子
を
頂

い
て
家

路
に
つ
く
。

有
志

の
お
賽

銭
に
よ
り
運

営
し
て
い
る
。

敬
老

会
（
9月

）
子

供
会

の
歌

、
花

束
贈

呈
、
芸

能
披

露
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等

八
幡

神
社

祭
礼

・
神

輿
（
10

月
）

牛
和

会
と
子

供
会

が
八

幡
神

社
で
お

祓
い
を
受

け
た
神

輿
を
担

ぎ
、
自

治
会

内
の

各
家

を
回

る
。

秋
の

風
物

詩
で
あ
る
。

地
域

清
掃

・
防

災
器

具
点

検
（
12

月
）

子
供

会
、
長

寿
会

、
班

割
り
、
牛

和
会

に
グ

ル
ー
プ
分

け
し
、
清

掃
箇

所
を
振

り
分

け
て

清
掃

開
始

。
そ
の

間
に
日

赤
奉

仕
団

で
ト
ン

汁
と
た
こ
焼

き
を
準

備
。
清

掃
か

ら
帰

っ
て

き
た
ら
順

次
召

し
上

が
っ
て
も
ら
う
。

子
供

会
、
長

寿
会

は
県

道
よ
り
西

側
の

比
較

的
安

全
な
と
こ
ろ
を

清
掃

。
危

険
な
と
こ
ろ
は

牛
和

会
が

担
当

す
る
。
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公
民

館
の

電
子

レ
ン
ジ
で
た
こ

焼
き
を
チ
ン
し

て
パ

ッ
ク
に
入

れ
て
、
保

温
箱

に
て
公

園
へ

。
公

園
で
は

ト
ン

汁
を
作

る
。

炊
き
出

し
訓

練

防
災

器
具

点
検

（
消

防
団

・
役

員
主

体
で
）

特
に
ホ
ー
ス
や

管
槍

の
内

側
パ

ッ
キ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク

八
幡

神
社

に
て
か

が
り
火

（
大

晦
日

～
新

年
）

牛
和

会
が

主
催

し
、
約

40
年

ほ
ど
続

く
行

事
で
あ
る
。
か

が
り
火

を
焚

き
、
参

拝
者

に
甘

酒
と
お
神

酒
を
振

る
舞

う
。

こ
の

行
事

が
始

ま
っ
て
か

ら
は

参
拝

者
が

格
段

に
増

え
、
地

元
の

人
た
ち
の

ふ
れ

あ
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

夜
警

12
月

26
～

30
日

の
夜

、
公

民
館

を
起

点
に
し
て
地

域
内

の
夜

警
を

行
っ
て
い
る
。

（
2回

/晩
）

自
主

防
災

訓
練

（
ふ

れ
あ
い
公

園
）

災
害

対
策

本
部

に
て
、
班

ご
と
の

避
難

者
受

付
を
し
、
開

会
式

後
、
４
グ
ル

ー
プ
ロ
ー
テ
で
訓

練
へ

。

初
期

消
火

訓
練

放
水

訓
練

救
出

・
搬

送
訓

練

心
肺

蘇
生

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓

練
日

赤
よ
り
防

災
減

災
グ
ッ
ズ
等

の
説

明
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炊
き
出

し
訓

練

ハ
イ
ゼ

ッ
ク
ス
に
所

定
の

無
洗

米
、
水

、
具

材
を
入

れ
、
輪

ゴ
ム
で
縛

る
。
ハ

ソ
リ
で
湯

煎
す
る
。

閉
会

式
の

後
、
食

べ
な
が

ら
歓

談

炊
き
出

し
メ
ニ
ュ
ー

ハ
イ
ゼ

ッ
ク
ス
で
、
塩

昆
布

入
り
と
梅

干
入

り
ご
は

ん
及

び
ウ
イ
ロ
ウ
。
今

年
は

卵
焼

を
作

る
。

＊
ウ
イ
ロ
ウ
、
卵

焼
き
、
漬

物
は

一
人

前
ず

つ
ラ
ッ
プ
で
包

む
。

水
路

清
掃

（
3月

・
9月

）

上
牛

牧
地

内
を
流

れ
る
水

路
の

土
砂

を
上

げ
、
シ
ョ
ベ
ル

で
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

に
積

み
込

む
。
土

砂
で
汚

れ
た
道

路
は

洗
浄

を
す
る
。

＊
出

不
足

料
は

1,
00

0円
／

戸
防

災
関

連
資
料
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班
№

氏
名

居
住

者
数

内
要

介
護

及
び

75
歳

以
上

参
加

予
定

者
数

内
要

介
護

及
び

75
歳

以
上

備
考

大
人

中
学

生
小

学
生

未
就

学
計

大
人

中
学

生
小

学
生

未
就

学
計

手
助

必
要

者
数

班
長

計
戸

※
2 枚

の
内

1 枚
は

事
前

に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
う
1 枚

は
防

災
訓

練
の

当
日

、
避

難
者

数
を
記

入
の

上
、
受

付
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和

元
年
度

上
牛

牧
自

治
会

自
主

防
災

訓
練

参
加

者
名
簿

事
前
に
班
ご
と
に

名
前
を
記

入
し
て

回
覧
す
る

参
加

者
数
を
事

前
に
把

握
し
、
さ
ら
に
世

帯
状
況

を
把

握
す
る
た
め
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上
牛

牧
自

治
会

　
№

世
帯

主
携

帯
電

話
自

宅
電

話

住
　

所

世
帯

構
成

支
援

要
否

避
難

状
況

人
員

　
№

要
支

援
者

○
避

難
者

は
○

世
帯

主
　

１
男

 ・
 女

2
男

 ・
 女

3
男

 ・
 女

4
男

 ・
 女

5
男

 ・
 女

6
男

 ・
 女

世
帯

人
数

名
避

難
者

　
　

　
名

不
明

者
　

　
名

　
水

害
時

　
緊

急
避

難
場

所
　

２
階

な
ど

へ
の

垂
直

避
難

、
円

龍
寺

な
ど

の
高

い
場

所

　
　

　
　

①
平

時
に

家
族

全
員

記
入

し
、

事
前

に
整

備
し

て
お

く
。

　
　

　
　

②
い

ざ
と

い
う

時
に

持
ち

出
せ

る
場

所
に

お
い

て
、

避
難

時
は

避
難

所
へ

持
参

す
る

。

　
　

　
　

③
避

難
完

了
時

に
避

難
者

に
○

を
つ

け
、

行
方

不
明

者
は

備
考

欄
に

明
示

し
班

長
に

提
出

す
る

。

　
　

　
　

④
こ

の
カ

ー
ド

は
個

人
情

報
で

す
。

取
扱

い
に

は
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
指

定
避

難
所

　
牛

牧
小

学
校

使
用

方
法

・
注

意
点

災
 害

 発
 生

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

（
　

　
　

）
　

　
　

　
　

時
　

　
　

　
分

避
 難

 状
 況

　
地

震
時

　
指

定
緊

急
避

難
場

所
　

上
牛

牧
ふ

れ
あ

い
公

園
、

円
龍

寺

避
難

者
・
安

否
確

認
カ
ー
ド

　
　

　
　

班

　
　

　
　

瑞
穂

市
牛

牧

氏
　

　
　

　
名

性
　

別
年

　
齢

備
　

　
　

考

総
務

省
の

資
料
を
参

考
に
上

牛
牧

自
治

会
用
に
作
成

北
部

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
も
希

望
し
て
い
る

-28-



20
19
/1
2/
9 4

地
震

発
生

時
、
安

全
に
屋

外
に
避

難
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、

震
災

後
に

わ
が

家
で
暮

ら
す

方
法

を
家

族
み

ん
な
で
話

し
合

い
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

□
平

面
図

を
描

く

方
眼

紙
な
ど
に

自
宅

の
平

面
図

（
す

べ
て
の

階
）
を
描

き
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

□
危
険
な
場
所
を
探
す

ガ
ラ
ス
や

陶
器

な
ど
割

れ
る
物

が
あ

る
。
タ
ン
ス
な
ど
倒

れ
る
家

具
が

あ
る
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

□
元
栓
な
ど
の
位
置
を
確
認

電
気

の
ブ
レ
ー

カ
ー

、
ガ

ス
の

元
栓

や
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー

の
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４

□
避
難
経
路
の
確
認

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た

危
険

な
場

所
を
避

け
、
普

段
過

ご
す

部
屋

か
ら
屋

外
へ

の
避

難
経

路
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５

□
震
災
後
の
生
活
を
考
え
る

震
災

後
も
わ

が
家

で
生

活
す

る
た

め
に

、
次

の
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

●
ど
の

部
屋

で
生

活
す

る
か

？

●
食

料
や

飲
料

水
は

ど
う
す

る
か

？

●
ト
イ
レ
は

ど
う
す

る
か

？

●
寒

さ
対

策
は

？

わ
が
家
の
危

険
度

を
チ
ェ
ッ
ク
！

部
屋

の
家

具
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
平

面
図
を
描
き
、
倒
れ

た
時
に
ど
の

範
囲
に
倒

れ
る
か

を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
自

分
の

居
場

所
を
考
え
る
。

ま
た
屋

外
へ

の
避

難
経

路
を

家
族
と
考
え
る
。
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災
害

・
避

難
カ
ー
ド

表
裏

表
側

は
個

人
票
、
裏

側
は
家

族
な
ど
頼
り
に
な
る
人
を
事

前
に
記

入
し
て
身
に
着
け
て
お
く
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自
治

会
活

動
の

成
果

•
「
ラ
ジ
オ
体

操
の

日
」で

は
、
14

1人
（
幼
児
８
、
小
学
生

57
、

中
学

生
11

人
、
大

人
65

人
）

昨
年

比
＋
35

人

⇒
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
清

掃
活

動
で
多
世
代
交
流
が
で
き
、

お
互
い
の

面
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

•
防
災

訓
練
で
は

防
災

減
災

意
識
を
高
め
る
た
め
、
「
わ
が

家
の

危
険

度
チ
ェ
ッ
ク
」
「
避

難
者
安
否
確
認
カ
ー
ド
」
「
災

害
避

難
カ
ー
ド
（
個

人
票

）
」を

配
布
し
た

•
防
災

訓
練
と
地

域
清

掃
で
の

炊
き
出
し
を
日
赤
奉
仕
団
に

依
頼
し
て
い
る
が
、
会

員
数

が
年

々
増
加
（
来
年
+3

人
）

課
題
と
今

後
の

展
望

•
ま
だ
ま
だ
行

事
へ

の
参

加
者

が
少
な
い
た
め
、
広

報
の

仕
方

や
行

事
の

内
容

を
改

善
し
た
い
。
特

に
新

し
く
転

入
さ
れ

た
方

へ
の

Ｐ
Ｒ
が

必
要

で
あ
る
。

•
近

年
の

災
害

は
異

常
と
も
い
え
、
何

時
発
生

す
る
か

心
配

で
あ
る
。
災

害
時

に
お
け
る
自
治

会
の
在

り
方

を
考

え
直

す
必

要
が

あ
る
。

•
将

来
を
担

う
子

ど
も
や

高
齢
者

等
の
見

守
り
、
ま
た

普
段

か
ら
の

支
え
合

い
・
助
け
合

い
を
推

進
し
た
い

•
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
！

•
自

分
た
ち
の

地
域

は
自

分
た
ち
で
守

る
！

•
自

分
た
ち
の

地
域

は
自

分
た
ち
で
き
れ

い
に
す
る
！

•
地

域
の

子
ど
も
は

地
域

で
育

て
る
！

•
当

事
者

意
識

を
高

め
る
！

安
全
・
安

心
な
地

域
づ
く
り

ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

上
牛

牧
自

治
会
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 平成31年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO.５

【活動主体】

【テーマ】

⼤規模災害では、地域住⺠の安全は、まず⾃分達で⾏動しなければ命が守れないこ
とを痛感した。そこで、防災への理解と体験を通じて、防災意識の浸透と備品等の
整備を実施した。

●地震を想定し、地震による⽕災・堤防決壊時の避難と初期消⽕を中心とする啓蒙
的な取り組みを実施した。
１．避難経路の確認訓練︓一時避難所から穂積⼩学校への経路
２．消⽕栓と消防ホース等の取扱訓練︓消⽕栓・⽤具の確認と操作
３．防災⽤備品の管理と充実︓必要備品のリスト化と補充

１．避難経路︓家屋の倒壊・地下道等の浸⽔・崩落の危険、徒歩時間を確認。
２．消⽕栓の位置、ホース連結と放⽔の範囲と放⽔までに必要な時間を確認。
３．リスト化により不⾜物が明確となり、災害時に適合した備品の充実。

１．地図により避難経路と全体の状況が明確となり、避難時に役⽴つ。
２．消⽕栓とホース格納庫の位置・内容・操作を各場所の住⺠が知ることができた。
３．災害時に必要となる備品が明確となり、点検・補充・更新がしやすくなった。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】

１．避難経路の状況は毎年変化するため、地図等のチェックと更新。
２．少⼈数でも引き回せ消⽕ホースと、⼒が弱くても放⽔できる放⽔銃への更新。
３．不⾜する防災備品と、毎年の点検・補充・更新を確認する体制の整備。

村中⾃治会における防災への取り組み

村中⾃治会

 平成30年６⽉ 〜 令和元年12⽉

●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】
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令和元年度 瑞穂市自治会連合会事業報告会：191214 

※謝辞：合同防災訓練の提案と実施を主導して下さった前所自治会⻑・⻄畑自治会⻑に感謝します。 
    市⺠協働安全課の皆様には、防災資料の提供・助⾔など様々な御⽀援をいただき感謝いたします。 

■村中自治会における防災への取り組みについて 

村中自治会⻑ 佐々⽊尚孝 

１．防災対応事業を実施した背景と目的 

「阪神・淡路大震災 1995.1.17」と「東日本大震災 2011.3.11」は衝撃的でした。その後も各地

で地震が起きています。私たちの住む地域で「巨大地震」が起きたら．．．!?という視点を、自治会

⻑となって認識し、少しでも安全で安心して住める地域へと向かう取り組みを始めました。 

 

２．村中自治会の地理的位置付けと自治会規模 

北側が国道 21 号線（岐大バイパス）、東側が⻑良川で、住居は内堤防の中にあります。 

上穂積交差点から南へ向かう道路の⻄側が「⻄畑」、東側は 400ｍほどで「前所」となります。 

ここに、会員数 128 世帯、400 人余りが住んでいます。 

 

３．地震災害への対策と取り組み 

1976 年(昭和 51 年)9.12 豪雨災害を経験した人は、水害への対策と認識はある程度持っていま

すので、未経験の地震による災害に絞って取り組みをしました。 

（１）地震時の避難場所と避難経路の確認と問題の検討 

 ①避難所確認訓練 2018.12.16 参加 22 名 

 ②３自治会（⻄畑・村中・前所）防災訓練 2019.06.16 参加 30 名 

（２）初期消火訓練 2019.04.14：地域内全ての消火栓・用具の確認と放水訓練 

 ①３組（北・中・南）における消火栓の位置確認と放水までの操作体験：参加 59 名 
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令和元年度 瑞穂市自治会連合会事業報告会：191214 

※謝辞：合同防災訓練の提案と実施を主導して下さった前所自治会⻑・⻄畑自治会⻑に感謝します。 
    市⺠協働安全課の皆様には、防災資料の提供・助⾔など様々な御⽀援をいただき感謝いたします。 

 ②消防隊員及び経験者による指導と問題点の抽出 

（３）倉庫保管の防災用備品の管理と充実：北倉庫・南倉庫・瑞穂市水防倉庫 

①倉庫内備品のチェックとリスト化：180505〜継続中 

②訓練等の結果に基づく防災備品の補充と整備 

 

４．成果と課題 

（１）防災訓練の成果と課題 

参加者は、災害時の避難経路と問題点を知ることができました。３自治会合同防災訓練では、

担架救護・初期消火・AED に子ども達が積極参加し、家族で体験できた点が成果です。 

課題は、実際に即した訓練を、継続的に実施することです。 

（２）初期消火訓練の成果と課題 

溝掃除と同時開催により多数の参加があり、ホースの引き回しと放水訓練は、小学生も参加

して協力してできました。しかし、埋設型消火栓の蓋開けや連結したホースの引き回しに課題

があることがわかり対応をしています。 

（３）防災備品に関する成果と課題 

訓練で明らかになった課題の解決へ向けて、不足する備品を整備しました。課題は、実際に

使用する場合の使用方法と使用する人の育成など、継続的な備品の維持・管理と活用する仕組

みを明らかにし、訓練に含めていく必要があることです。 

□以上 
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